

プログラミングを体験してみよう！


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６年　組（　　　　　　　　　　）

Studuino Lite(スタディーノ ライト)の明るさセンサーを使って、暗い時だけ明かりがつくようになるプログラミングをしましょう。きそへん


［暗いときだけ明かりがつく発光ダイオード］

 ① スタディーノ ライトとパソコンをUSBケーブルでつないで「接続」し、明るさセンサーの値を確かめる。
[image: ][image: ]







           USBケーブルでつなぐ　　　　　　　　USBケーブルをつなぐポート
[image: ][image: ]







　　　　“編集”→“接続”をクリック　　　　　それぞれのセンサーの値
[image: ]明るさのちがいを感知することができる。
明るさセンサーを手でおおってみましょう。明るさセンサーの値が、どのように変化するのか記録しておきましょう。
明るさセンサー








② スタディーノ ライトのＭ１コネクタと豆電球をつないで、暗いときだけ明かりがつくように プログラミングをする。
[image: ]【考えてみよう！】
暗くなったらどうする？
　
　→

　明るくなったら（暗くなければ）どうする？

　→









[image: ]

「もし　　なら～でなければ～」ブロックを使うと、条件(　　)にあてはまらない時の処理（動き）を一度に書くことができるよ。




[image: ]
[image: フクロウ博士のイラスト]　電気（電流）を流すブロック


　電気（電流）を止めるブロック




[image: ]
　※　　をクリックすると、プログラムの動きを確かめられるよ。●パソコンとつないでいるときは、発光ダイオードをつながない。



 ③ スタディーノ ライトにプログラムを「転送」してパソコンから外し、コンデンサー（または乾電池）と発光ダイオードをつないで 考えたとおりに動くか確かめる。
[image: ][image: ]　　







　　　“編集”→“転送”をクリック　　　　“編集”→“接続解除”をクリック
[image: ]
[image: ]







明るさセンサーを手でおおい、考えたとおりに動くか確かめる。
コンデンサーと発光ダイオードをつなぎ、コンデンサーのスイッチを入れる。


●コンデンサーは、速いテンポで200回まわして電気をためておく。
●＋たんしは赤色、－たんしは黒色のコードとつなぐ。




　次は、明るさセンサーと人感センサー、２種類のセンサーを使って　プログラミングをしましょう。応用へん


［暗くなって人が通ったときだけ明かりがつく発光ダイオード］

① スタディーノ ライトとパソコンをUSBケーブルでつないで「接続」し、人感センサーの値を確かめる（※コンデンサーと、発光ダイオードは外しておく）。
人感センサー
（赤外線フォトリフレクタ）人の動きを感知することができる。
人感センサーに手を近づけてみましょう。人感センサーの値が、どのように変化するのか記録しておきましょう。








スタディーノ ライトの人感センサーは、実はmBotのライントレースセンサーと同じタイプのもの。手をかざすと水が出る自動水栓などによく使われているんだ。
一般的なセンサーライトに使われるタイプのものは、
こんなのだよ。これは、人や動物の体から出される熱
を感知して、動いたかどうか判別するものなんだ。


[image: フクロウ博士のイラスト]
[image: https://images-na.ssl-images-amazon.com/images/I/51gHIuSPkzL._AC_SL1200_.jpg]


焦電型赤外線センサー▲


② スタディーノ ライトのＭ１コネクタと豆電球をつないで、暗くなって人が通ったときだけ明かりがつくように プログラミングをする。
[image: ]




「[image: ]かつ[image: ]」ブロックは、と両方の条件が正しいかどうか判断するためのブロックなんだ。さて、どんなときに明かりをつけるのかな？



[image: フクロウ博士のイラスト]





[bookmark: _GoBack]③ スタディーノ ライトにプログラムを「転送」してパソコンから外し、コンデンサー（または乾電池）と発光ダイオードをつないで 考えたとおりに動くか確かめる。
[image: ][image: ]







　　明るさセンサーを手でおおったとき　　　　明るさセンサーを手でおおって、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人感センサーに手を近づけたとき
スタディーノ ライトは中を開けると、小さなコンピュータであることが分かります。これと同じようにセンサーライトの中にも　マイクロコントローラと呼ばれる小さなコンピュータが入っています。
▼センサーライトの中身
▲スタディーノ ライトの中身

センサーライトの小さなコンピュータ

2

2

image1.jpeg




image2.jpeg




image3.png
tuduino Lite Y 7917 - -
I7L BE AT
PESY N D™
@ o=
we
.
v
e

w15 @) v wae - cEmERT

@ ==osy BhIAA—NEHTTS
>y
e

Studuino Lite -

> 1
BaTuIy— 86
ABH— 15

E — -

)
B

5L

H P ZZEAALTBRR





image4.png
tuduino Lite Y 7917

Studuino Lite@ O ...

RRI(A— FERTTS

w2 @D

RRI(A— FEHTTS

H P ZZEAALTBRR




image5.jpeg




image6.png




image7.png
i studuino Lite Y7917 —~

x
S~ J7r =& T
EER adhd L
g L) @
P
[ )
Py
° 8
oYy oEnzsEE
e
wm Studuino Lite -
o> 1
\ETEIY— 67
- - ARz~ 17
£s1Y; B3t Y BETY— 26
TRIFNE
o
Freld
@@=
z5 @
BBEAD @
URARERED
=4 =

H P ZZEAALTBRR





image8.png
Studuino Lite Y77 - X

v JriL BE AT Studuino Lited):

PESY ~N® D™

. = I

[ ]

O s

LN "0 -]

[ ]

—

mam e Studuino Lite -
RE> 1
B3zt Y- 52
At — 15
BETIY— 27

w v n5 @ we wrE - cESER

M1 v OBSZILHS





image9.png




image10.png
tuduino Lite Y 7917

@S~ J7r =& T Studuino Lite®) 7017

AROMDIAL

Oy TEnIeEE BEY BRI A—FaaTID
go&

5L maey— <@ 65

=
H

wie 25 @) we N CERERS StdunoLie
Ry~ 1
TR Bazusy— o
Ml v oERZILHZ ARz T— 14
BT - 2

H P ZZEAALTBRR





image11.png
tuduino Lite Y 7917

@S~ J7r =& T Studuino Lite®) 7017

AROMDIAL

Oy TEnIeEE BEY BRI A—FaaTID
go&

5L maey— <@ 65

=
H

wie 25 @) we N CERERS StdunoLie
Ry~ 1
TR Bazusy— o
Ml v oERZILHZ ARz T— 14
BT - 2

H P ZZEAALTBRR





image12.png




image13.png




image14.jpeg




image15.jpeg




image16.jpeg




image17.png
tuduino Lite Y 7917

- X
=I1-F . . > o
[ ]

Studuino Lite -
g 1
BT Y- 49
AR Y- 13
EET Y- 2

iz

9 SEVH UL

g

H P ZZEAALTBRR





image18.png
tuduino Lite Y 7917

- X
=I1-F . . > o
[ ]

Studuino Lite -
g 1
BT Y- 49
AR Y- 13
EET Y- 2

iz

9 SEVH UL

g

H P ZZEAALTBRR





image19.png
[ studuino Lite Y 7by7

~No 1.}

Studuino Lite o
b 1
MovyoEnkzEE e 19
ABz - 14
R 2

‘- 00 - ®®
wiv ns @ we mm -
RN

M1 v ODBRZIEHD

e
URERD

-4

H P ZZEAALTBRR





image20.emf

image21.png




image22.png




image23.png




image24.jpeg




image25.jpeg




image26.png




image27.jpeg




image28.jpeg




